
（第３種郵便物認可） プロパン・ブタンニュース ２０２１年（令和３年）２月１５日（月曜日） （６）

科
教
授
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
全
体
の

指
揮
を
と
る
。

　「
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研

究
開
発
制
度
」
は
、
超
高
齢

化
社
会
や
地
球
温
暖
化
問
題

な
ど
の
重
要
な
社
会
課
題
に

対
し
内
閣
府
主
導
で
野
心
的

な
目
標
（
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

目
標
）
を
設
定
し
、
挑
戦
的

な
研
究
開
発
を
推
進
す
る
仕

組
み
。
今
回
の
研
究
は
「
２

０
５
０
年
ま
で
に
地
球
環
境

再
生
に
向
け
た
持
続
可
能
な

資
源
循
環
の
実
現
」
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
未
利
用
冷
熱
を
活
用
し
て

一
層
効
率
的
に
高
純
度
で
高

圧
の
Ｃ
Ｏ

回
収
を
可
能
に

す
る
。

　
研
究
体
制
は
同
社
と
名
古

　
大
府
市
（
岡
村
秀
人
市
長
）
は
市
立
中
学
校
４
校

の
体
育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
災
害
対
応
型

バ
ル
ク
貯
槽
を
設
置
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
稼
働
を
始
め

た
。
昨
年
９
月
に
入
札
を
決
定
し
同
月
中
旬
か
ら
工

事
を
開
始
、
当
初
は
今
年
３
月
ご
ろ
ま
で
か
か
る
見

通
し
だ
っ
た
が
、
予
定
を
大
幅
に
前
倒
し
12
月
中
に

全
４
校
へ
の
設
置
を
終
了
。
１
月
18
～
19
日
に
学
校

側
に
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
関
す
る
最
終
説

明
を
行
い
、
全
工
程
が
完
了
し
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

は
大
府
市
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合
（
伊
藤
賴
一
理

事
長
）
に
加
盟
す
る
４
事
業
者
が
行
う
。

４
中
学
校
体
育
館
に

大
府
市
が
稼
働 

地

元

４

社

が

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

バルク＋ＧＨＰ恵那・中津川市に
岐阜県協恵那 常設提案も

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

発 

電 

機

恵那市役所で小栗仁志支部長（右端）が小坂喬
峰市長（左端）に寄贈した

中津川市役所での寄贈式に臨む（左から）山本
基博副支部長、小栗支部長、青山節児市長

900

 

VA
３
台 

60
周
年
記
念
事
業

県
に
発
電
機
寄
贈

三重県協

Ｊ
Ｇ
Ｅ
会 


井
会
長
が
抱
負

感
染
防
ぎ
安
心
供
与


井
宏
康
氏

　
ジ
ャ
パ
ン
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー

（
本
社
・
東
京
、
吉
田
正
俊

社
長
）
の
特
約
店
組
織
、
Ｊ

Ｇ
Ｅ
会
は
１
月
19
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
新
年
交
流
会
を
開

き
、

井
宏
康
・
全
国
Ｊ
Ｇ

Ｅ
会
会
長
兼
中
部
Ｊ
Ｇ
Ｅ
会

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

井
会
長
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
依
然

私
た
ち
の
生
活
、
企
業
活
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

て
い
る
。
今
年
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
と
お
客
さ
ま

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
た

営
業
活
動
の
両
立
を
目
指

し
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い

こ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
た
。

屋
大
学
、
東
京
理
科
大
学
の

３
者
を
中
心
に
、
同
社
か
ら

の
再
委
託
先
と
し
て
東
京
大

学
と
中
京
大
学
と
も
連
携
を

図
る
。
研
究
期
間
は
２
０
２

０
～
22
年
度
の
３
年
間
を
予

定
し
て
い
る
が
、
22
、
24
、

27
年
度
に
中
間
評
価
を
受
け

る
こ
と
を
前
提
に
最
長
29
年

度
ま
で
10
年
間
の
期
間
延
長

も
視
野
に
入
れ
る
。

�

（
４
～
12
月
）

　
東
邦
ガ
ス
（
１
月
29
日
）

　
連
結
売
上
高
３
０
２
５
億

円
（
前
年
同
期
比
11
・
０
％

減
）
、
営
業
利
益
１
５
３
億

円
（
同
20
・
３
％
減
）、
経

常
利
益
１
７
６
億
円
（
同
16

・
９
％
減
）、
純
利
益
１
２

９
億
円
（
同
20
・
０
％
減
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
業
務
用
な
ど

ガ
ス
販
売
量
の
減
少
に
加

え
、
原
料
費
調
整
制
度
に
よ

る
前
年
同
期
の
差
益
の
反
動

減
に
よ
り
減
益
と
な
っ
た
。

　
都
市
ガ
ス
事
業
は
顧
客
数

（
取
り
付
け
メ
ー
タ
ー
数
）

が
２
５
２
万
５
千
件
（
同
０

・
９
％
増
）。
内
訳
は
家
庭

用
が
３
億
９
４
０
０
万
立
方

㍍
（
同
０
・
１
％
減
）、
他

ガ
ス
事
業
者
向
け
卸
供
給
を

含
む
業
務
用
は
コ
ロ
ナ
禍
が

響
き
21
億
３
５
０
０
万
立
方

㍍
（
同
８
・
５
％
減
）。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
昨
年
度
末

の
ヤ
マ
サ
グ
ル
ー
プ
の
連
結

子
会
社
化
な
ど
に
よ
り
顧
客

数
（
配
送
受
託
件
数
含
む
）

が
59
万
３
千
件
（
同
17
・
５

％
増
）、
販
売
量
が
31
万
８

千
㌧
（
同
０
・
７
％
増
）
と

と
も
に
増
加
し
た
。

　
電
気
顧
客
数
は
41
万
５
千

件
（
同
40
・
７
％
増
）、
販

売
量
は
10
億
８
７
０
０
万
㌔

㍗
時
（
同
65
・
９
％
増
）。

　
通
期
予
想
は
連
結
売
上
高

４
千
３
０
０
億
円
（
前
期
比

11
・
５
％
減
）、
営
業
利
益

１
０
５
億
円
（
同
50
・
８
％

減
）
、
経
常
利
益
１
３
０
億

円
（
同
47
・
５
％
減
）、
純

利
益
90
億
円
（
同
44
・
７
％

減
）
。
第
３
四
半
期
ま
で
は

ガ
ス
販
売
量
が
計
画
を
上
回

っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の

の
、
足
元
の
卸
電
力
市
場
価

格
高
騰
に
よ
る
電
気
事
業
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
一
定
程

度
反
映
し
て
据
え
置
い
た
。

　
エ
ネ
サ
ン
ス
中
部
（
１
月

21
日
）

　
非
常
勤
監
査
役
（
コ
ス
モ

エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）
庄
田
邦
彦
▽
住
友
商

事
（
非
常
勤
監
査
役
）
南
輝

明

^

　
東
邦
ガ
ス
（
本
社
・
名
古

屋
市
、
冨
成
義
郎
社
長
）
は

１
月
25
日
、
名
古
屋
大
学
な

ど
と
と
も
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

未
利
用
冷
熱
を
使
い
大
気
中

の
Ｃ
Ｏ

を
直
接
回
収
す
る

技
術
研
究
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
。
政
府
が
社
会
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
「
ム
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事

業
」
の
一
環
で
、
地
球
環
境

再
生
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
。
則
永
行
庸
・
名

古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究

東
邦
ガ
ス
な
ど
研
究
開
始

Ｌ
Ｎ
Ｇ
未
利
用
冷
熱
で

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

回
収

台
（
毎
年
度
３
台
、
計
27

台
）
寄
贈
し
て
い
る
。
今
回

寄
贈
し
た
３
台
は
県
広
域
防

災
拠
点
の
一
つ
、
伊
勢
志
摩

拠
点
に
配
備
さ
れ
る
。

う
し
た
市
の
姿
勢
と
後
押
し

も
あ
っ
て
、
大
府
市
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
協
同
組
合
は
市
営
住

宅
な
ど
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

や
市
立
小
学
校
２
校
の
教
室

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ

や
バ
ル
ク
導
入
を
進
め
て
き

た
。
今
回
の
４
中
学
校
体
育

館
に
続
き
、
今
後
は
市
立
小

学
校
体
育
館
へ
の
導
入
計
画

も
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
愛

知
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
中
央
支

部
（
手
島
寿
宏
支
部
長
）

が
、
市
内
に
あ
る
至
学
館
大

学
（
谷
岡
郁
子
理
事
長
・
学

長
）
と
災
害
発
生
時
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
や
燃
焼
器
具
を
優
先
供

給
す
る
災
害
協
定
を
締
結
し

た
。
県
協
会
が
県
内
の
国
公

私
立
大
学
と
災
害
協
定
を
結

ん
だ
初
の
ケ
ー
ス
と
な
っ

た
。
市
と
連
携
を
強
化
す
る

一
方
で
、
同
校
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
の
期
待

も
膨
ら
む
。

組
み
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
三
重
県
協
会
は
07
～
15
年

度
の
９
年
間
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発

電
機
を
県
内
９
庁
舎
に
各
３

　
服
部
・
県
危
機
管
理
統
括

監
は
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
「
災
害
時
に
は
、
県
と
し

て
１
０
０
台
以
上
保
有
す
る

ガ
ソ
リ
ン
発
電
機
と
う
ま
く

機
が
使
え
な
い
と
い
う
こ
と

が
な
い
」
と
協
会
の
地
域
防

災
へ
の
取
り
組
み
と
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　
三
重
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
中
井
茂
平
会
長
）
は
創
立

60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

三
菱
重
工
メ
イ
キ
エ
ン
ジ
ン

製
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
可
搬
式
発
電

機
「
Ｍ
Ｇ
Ｃ
９
０
１
Ｇ
Ｐ
」

（
定
格
出
力
９
０
０
㌾
㌂
）

３
台
を
三
重
県
に
寄
贈
し

た
。
１
月
29
日
、
津
市
の
県

庁
舎
で
寄
贈
式
を
行
っ
た
。

　
中
井
会
長
が
服
部
浩
・
三

重
県
危
機
管
理
統
括
監
に
目

録
を
手
渡
し
た
後
、
服
部
統

括
監
か
ら
石
井
智
光
副
会
長

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
中
井
会
長
は
「
当
協
会
は

三
重
県
と
災
害
時
に
お
け
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
優
先
的
に
供
給

す
る
取
り
決
め
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
防
災
活
動

の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
災
害

時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
対
応

機
器
な
ど
の
備
蓄
に
関
す
る

協
定
を
２
０
１
２
年
度
か
ら

県
内
29
市
町
と
順
に
結
ん
で

い
る
。
大
規
模
災
害
発
生
時

の
被
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域

か
ら
締
結
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発

電
機
や
『
デ
リ
バ
リ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
』
な
ど
を
県
内
各

市
町
の
防
災
拠
点
へ
備
蓄
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
ガ
ソ

リ
ン
と
違
い
劣
化
し
な
い
た

め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
発
電

　
大
府
、
大
府
西
、
大
府

北
、
大
府
南
の
４
中
学
校
に

ア
イ
シ
ン
精
機
製
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
・
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ

Ｐ
４
基
を
導
入
し
た
。
各
校

と
も
体
育
館
と
隣
接
す
る
武

道
場
の
２
カ
所
を
空
調
す

る
。
各
校
の
ス
ペ
ッ
ク
は
体

育
館
が
室
外
機
５
馬
力
＋
室

内
機
８
台
、
武
道
場
が
５
馬

力
＋
室
内
機
４
台
で
総
馬
力

は
約
60
馬
力
、
４
校
合
計
で

約
２
４
０
馬
力
と
な
る
。

　
こ
れ
で
４
校
の
体
育
館
は

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
快

適
な
空
調
利
用
が
可
能
と
な

り
、
夏
場
の
熱
中
症
予
防
に

も
貢
献
す
る
。
平
時
利
用
へ

の
期
待
も
高
ま
る
。
大
府
市

で
は
夜
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
市
民
へ
の
体
育
館
の
時

間
貸
し
が
活
発
化
し
て
い
る

が
、
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
で
最

も
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が

「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
だ
。
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
コ

ッ
ク
に
似
た
羽
根
付
き
の
ボ

ー
ル
（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

を
、
ネ
ッ
ト
を
挟
み
相
対
す

る
２
チ
ー
ム
が
手
で
打
ち
合

い
点
数
を
取
り
合
う
新
し
い

団
体
競
技
で
あ
る
。
館
内
は

空
調
に
よ
る
送
風
の
影
響
を

受
け
や
す
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

に
は
向
か
な
い
が
、
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。
市
は
Ｇ

Ｈ
Ｐ
導
入
を
機
に
ス
ポ
ー
ツ

人
口
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　
大
府
市
は
災
害
対
策
と
し

て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ

や
非
常
用
発
電
機
の
導
入
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。
こ

　
岐
阜
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
恵

那
支
部
（
小
栗
仁
志
支
部

長
）
は
恵
那
市
と
中
津
川
市

に
ホ
ン
ダ
製
の
低
圧
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
発
電
機
「
Ｅ
Ｕ
15
ｉ
Ｇ

Ｐ
」
（
定
格
出
力
１
５
０
０

㌾
㌂
）
各
１
台
を
寄
贈
し

た
。
１
月
29
日
に
恵
那
市
役

所
、
２
月
１
日
に
中
津
川
市

役
所
で
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　
小
栗
支
部
長
は
両
市
長
に

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
国
土
強
靭
化
計

画
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
最
後
の
砦
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
静
音
性
や

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
他
燃
料
発
電

機
よ
り
管
理
し
や
す
い
な
ど

の
利
点
を
ア
ピ
ー
ル
。
「
東

日
本
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
散
化
の
点
か
ら
も

有
効
な
た
め
、
ガ
ス
か
ら
電

気
を
作
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機

を
災
害
時
や
緊
急
時
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

　
ま
た
都
市
ガ
ス
よ
り
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
が
多
い
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
災
害
時
の
避
難
所

と
な
る
小
中
学
校
体
育
館
な

ど
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
空
調
導
入

の
検
討
も
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
た
。

　
小
坂
喬
峰
・
恵
那
市
長
は

「
自
然
災
害
が
年
々
激
甚
化

し
て
い
る
た
め
、
発
電
機
の

寄
贈
は
あ
り
が
た
い
。
十
分

に
活
用
し
、
市
内
全
般
に
広

げ
て
い
き
た
い
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

備
蓄
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

提
案
も
承
知
し
て
お
り
、
今

後
は
い
ろ
い
ろ
と
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
青
山
節
児
・
中
津
川
市
長

は
「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
寄
贈
に
感

謝
す
る
。
市
内
に
は
避
難
所

が
88
カ
所
、
大
き
な
拠
点
は

17
カ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で

対
策
を
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
散
化
は
大
切
だ
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
今
後

の
避
難
所
整
備
計
画
の
中
で

し
っ
か
り
選
択
肢
と
し
て
い

き
た
い
」
と
好
意
的
な
姿
勢

を
示
し
た
。

　
発
電
機
は
両
市
の
指
定
避

難
所
で
あ
る
恵
那
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
サ
ン
・
ラ
イ
フ
中

津
川
で
活
用
す
る
。

　
恵
那
支
部
は
恵
那
市
と
中

津
川
市
の
48
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
で
構
成
。「
災
害
時
に
お

け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に
関

す
る
協
定
書
」
を
２
０
０
８

年
に
恵
那
市
、
09
年
に
中
津

川
市
と
締
結
し
て
い
る
。

　
今
回
の
寄
贈
は
、
昨
年
の

７
月
豪
雨
に
よ
り
県
内
で
も

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
く
状
況
の

中
で
両
市
の
市
民
の
安
寧
を

願
う
と
と
も
に
、
安
心
・
安

全
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

の
趣
旨
で
行
政
側
に
申
し
入

れ
、
実
現
し
た
。

　
リ
ン
ナ
イ
（
本
社
・
名
古
屋
市
、

内
藤
弘
康
社
長
）
は
１
月
13
～
15

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
各
地

区
新
春
の
会
で
特
別
講
演
を
行
っ

た
。
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
心
地

よ
い
暮
ら
し
の
あ
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
、
前
真
之
・
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
准

教
授
博
士
と
早
坂
信
哉
・
東
京
都

市
大
学
人
間
科
学
部
教
授
博
士
温

泉
療
法
専
門
医
が
話
を
し
た
。

　
前
氏
は
「
住
宅
こ
そ
が
生
活
の

中
心
　
暖
か
く
涼
し
い
健
康
・
快

適
な
暮
ら
し
を
い
つ
ま
で
も
最
小

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
で
全
て
の

人
に
」
と
題
し
、
健
康
で
快
適
な

暮
ら
し
が
住
ま
い
の
絶
対
必
要
条

件
と
強
調
。
日
本
の
家
屋
は
冬
の

寒
さ
、
夏
の
暑
さ
を
感
じ
な
い
基

本
性
能
を
実
現
す
べ
き
と
指
摘
し

た
。
冬
の
断
熱
機
密
、
夏
の
日
射

遮
蔽
設
計
と
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
省
エ
ネ
）
で
環
境
調
整
す
る
高

効
率
設
備
の
「
エ
コ
ワ
ン
」、
太

陽
光
発
電
で
の
再
生
可
能
電
気
作

り
（
創
エ
ネ
）
で
電
気
代
を
抑
え

る
こ
と
が
肝
要
と
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を

推
奨
し
た
。
電
気
と
ガ
ス
を
上
手

に
使
う
最
小
コ
ス
ト
の
エ
コ
ワ
ン

は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
普
及
に
不
可
欠
と
高
く

評
価
。
す
べ
て
の
家
を
ゼ
ロ
エ
ネ

化
す
る
に
は
大
陽
光
発
電
の
自
家

消
費
が
最
重
要
課
題
と
し
た
。

　
早
坂
氏
は
「
人
生
１
０
０
年
時

代
正
し
い
入
浴
法
と
新
し
い
お
風

呂
で
健
康
寿
命
を
延
伸
」
と
題

し
、
平
均
寿
命
が
年
々
伸
び
る
な

か
で
注
目
さ
れ
「
元
気
で
長
生

き
」
の
指
標
と
な
る
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
大
切
と
説
い
た
。

そ
れ
に
は
シ
ャ
ワ
ー
に
は
な
い
温

熱
・
浮
力
・
水
圧
作
用
の
あ
る
入

浴
が
効
果
的
で
、
入
浴
回
数
が
多

い
ほ
ど
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が

低
く
な
る
と
述
べ
た
。
体
が
温
ま

る
と
血
管
が
広
が
り
、
血
行
が
良

く
な
る
た
め
「
疲
れ
や
痛
み
が
取

れ
関
節
も
柔
ら
か
く
な
り
体
の
柔

軟
性
が
向
上
し
、
良
い
睡
眠
が
取

れ
る
。
入
浴
時
の
浮
力
で
重
力
が

10
分
の
１
と
な
る
と
筋
肉
の
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
、
水
圧
を
当
て
る
と
血

流
が
良
く
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。
こ
れ
ら
を
入
浴
で
毎
日
積
み

重
ね
る
こ
と
で
健
康
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
。
入
浴

が
楽
し
く
な
る
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ

ル
バ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
健
康
増
進

と
健
康
寿
命
の
延
伸
効
果
が
期
待

さ
れ
る
と
評
価
し
た
。

リ
ン
ナ
イ 

各
地
区
会
で
特
別
講
演

暮
ら
し
・
入
浴
快
適
に

健康促進
㊤服部浩・三重県管理統括監（右）
に寄贈品目録を手渡す中井茂平会長
㊦石井智光副会長（左）に感謝状を
手渡す服部管理統括監

大気中ＣＯ２直接回収の流れ


